
 
 
 
 
 
 
 

 

『防災教育』 

非常時に備えて、以前から避難訓練（火災、地震、洪水、不審者）を行っています。学校全体で取り組む避難訓練

に加えて、学年やクラスでも日頃から防災教育を行っています。避難訓練の事前・事後指導、どうして災害が起こる

のか、災害が起こった場合どうなってしまうのか、どのように過ごすのかなどを児童生徒それぞれの実態に合わせて

行っています。今回は火災の避難訓練の様子に加えて、B小学部、A高等部での事前事後学習を紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｂ小 ５年 避難訓練事前指導  ＞ 

 さ く ら  
石川県立いしかわ特別支援学校 学校だより      令和６年６月２１日発行 

７月号 

№ ４ 

＜Ａ高１年 避難用滑り台体験＞ 

７月１９日（金）は、一学期終業式のため、全学部１１：４５下校です。（給食はありません） 
＜スクールバス＞１２：００発 特別下校便（４月配付の運行表をご確認ください） 
・４限目のリハビリは、学校担当者がセンターまで送りますが、リハビリ後の迎えは保護者の方でお願いします。 
・５限目以降のリハビリにつきましては、保護者の方で送迎をお願いします。 

下校時刻・スクールバス変更等のお知らせ 

８月６日（火）全校登校日は、全学部１１：１５下校です。（給食はありません） 
＜スクールバス＞１１：３０発 特別下校便（４月配付の運行表をご確認ください） 
・１限目のリハビリはありません。保護者の方で確認をお願いします。 
・４限目以降のリハビリにつきましては、保護者の方で送迎をお願いします。 

＜避難訓練（火災）の様子＞ 

5月24日に火災を想定した避難訓練を行いました。 
今年度は「リアル」をテーマに、実際の災害を想定し訓練に取り組んで

います。当日は、避難の様子、避難時間などを中心に消防署の方々に見て

頂きました。一人一人の安全行動をとても褒められました。災害用テント

を立て医ケア対応スペースも確保しました。様々な取り組みを行い児童生

徒の安全を確保して、今後も取り組んでいきたいと思います。 

避難訓練に向けて、生活

単元学習や体育で事前学習

を行いました。煙がどうい

う動きをして、吸うとどう

なるかを学習した後、煙を

吸わないように次のことを

練習しました。①マスクを

したり、ハンカチや手で口

や鼻を押えたりすること②

かがんで歩いたり、四つ這

いで移動したりすることの

2 点です。練習の成果が出

て、本番でもとても上手に

避難できていました。 
 

避難訓練の事後学習として、実際の火災

を想定し、２階から避難用すべり台を使っ

て屋外へ避難しました。普段は車いすで移

動していますが、慣れない動きに緊張しつ

つ、いざという時にこの体験を生かそうと

考えながら真剣に取り組んでいました。 
 


